さんしょううお 二 

(はじめに、 黄 村 先生が 山椒魚に 凝って 大損 をした 

話 をお 知らせし ましょう。 逸事の 多い 人です から、 こ 

れか らも 時々、 こうして 御 紹介した いと 思います。 三 

つ、 四つと 紹介 をして いるう ちに、 読者に も、 黄 村 先 

.f 'V ぼ -っ 

生の 人格の 全貌が 自然と おわかりになる だろうと 思わ 

れ ますから、 先生に 就いての 抽象的な 解説 は、 いま は 

避けたい と 思います。) 

黄 村 先生が、 山椒魚 なんて 変な ものに 凝り はじめた 

事に 就いては、 私に も 多少の 責 在りと せざるを得ない _ 

早春の 或る日、 黄 村 先生 はれい の ハンチング (ばかに 

こうしじま 

派手な 格子縞の ハンチング であるが、 先生に は 少しも 



似合わない。 私 は 見 かねて、 およしに なったら どうで 

すか、 と 失礼 を も かえりみず 言った 事が あるが、 その 

時 先生 は、 私 も 前から そう 思って いる、 と 重く 首肯せ 

られ たが、 いまだに およしに ならない) その ハンチン 

グを、 若者ら しく あみだに かぶ つ て 私の 家へ 遊びに 来 

て、 それから、 家の すぐ 近くの かの 頭 公園に 一 緒に 出 

かけて、 私 はこん な 時、 いつも 残念に 思う の だが、 先 

生 は 少しも 風流で はない ので ある。 私 は、 よほど 以前 

から その 事 を 看破して いたので あるが、 

「先生、 梅。」 私 は、 花 を 指差す。 

「ああ、 梅。」 ろくに 見 もせず、 相槌を打つ。 



また 立ち上って、 すたすた 歩く。 先生に は、 少しも 

落ちつきがない。 中の 島の 水族館に はいる。 

「先生、 見事な 緋鯉でしょう？」 

「見事 だね。」 すぐ 次に うつる。 

「先生、 これ 鮎。 やっぱり 姿が いいです ね。」 

「ああ、 泳いで るね。」 次に うつる。 少しも 見て いない- 

うなぎ 

「こんど は 鰻です。 面白いで すね。 みんな 砂の 上に 

寝そべって いやがる。 先生、 どこ を 見て いるんで す 

か？」 

「うん、 鰻。 生きて いるね。」 とんちんかんな 事ば かり 

言って、 どんどん 先へ 歩いて 行く。 



突然、 先生 はけた たましい 叫び声 を 上げた。 

「や あ！ 君、 山椒魚 だ！ 山椒魚。 たしかに 山椒魚 

だ。 生きて いる じ やない か、 君、 おそるべき ものだね 

え。」 前世の 因縁と でも 言うべき か、 先生 は、 その 水 族 

館の 山椒魚 を ひとめ 見た とたんに、 のぼせて しまった 

ので ある。 

「はじめて だ。」 先生 は 唸る ようにして 言う ので ある。 

「はじめて 見た。 いや、 前に も 幾度 か 見た ことがある 

ような 気がする が、 こんなに 真近かに、 あからさまに 

見た の は、 はじめて だ。 君、 古代のに おいが する じ や 

ら ん キ J 

ないか。 深山の 巒 気が立ち のぼるよ うだ。 ラン キのラ 



ンは、 言う という 字に 糸 を 二つに 山 だ。 深山の 精気と 

いっても いいだろう。 おどろくべき もの だ。 うう む。」 

やたらに 唸る ので ある。 私 は 恥ずかしくて たまらない- 

「山椒魚が お 気に いったと は 意外です。 どこが、 そん 

なにい いんでしょう。 もっとも、 僕たちの 先輩で、 山 

椒 魚の 小説 をお 書きに なった 方 も あるに は、 あります 

けど。」 

「そうだろう。」 先生 は、 しさいら しく 首肯して、 r 必 

ず やそれ は、 傑作でしょう。 君た ちに は、 まだまだ、 

この 幽玄な、 けもの、 いや、 魚類、 いや、」 ひどく あわ 

てはじめた。 額 を あからめ、 髭 を こすり、 「これ は、 な 



ん といった もの かな？ 水 族、 つまり、 おっとせいの 

類 だね、 おっとせい、 II 」 全然、 だめになった。 

先生に は、 それが ひどく 残念だった らしい。 動物学 

ぞうけ い 

に 於け る 自分の 造詣 の 浅薄 さが 、 い かん 無く 暴露 せら 

れ たという 事が、 いかにも 心外で ならなかった らしく、 

私が それから 一 つき ほど 経って 阿佐ヶ谷の 先生のお 宅 

へ 立 寄って みたら、 先生 は 己に 一ば しの 動物学者 にな 

りすまして いた。 何事に 於いても 負けたくない 先生の 

こと だから、 あの 水族館に 於け る 恥辱 をす すごうと し 

て、 暮夜 ひそかに 動物学の 書物な ど、 ひも どいて みた 

様子で ある。 私の 顔 を 見るな り、 



閉口して いるの だが、 しかし、 これ とても、 私の つま 

らぬ おべっかの 報いに 違いない の だから、 誰 を も 恨む 

事が 出来ない。 以下 は その 日の、 座談 筆記の 全文で あ 

る。 括弧の 中 は、 速記者た る 私の ひそかな 感懐で ある。 

さて、 きょうは、 何 をお 話いた しまし ようかな。 何 

も 別にお 話す る 程の 珍ら しい 事 も ございませ ぬが、 (こ 

ん なに 気取らな いと、 いい 先生なん だが) 本当に、 い 

つもい つも 似た ような 話で、 皆様 も (誰もい やしない) 

うんざり したで ございまし ようから、 きょうは 一 つ、 

ひろう 

山椒魚と いう 珍 動物に 就いて、 浅学の 一端 を 御 披露し 



ましょう。 先日 私 は、 素直な 書生に さそわれまして (い 

やな 事 を 言う) 井の頭 公園の 梅見と しゃれたの であ リ 

ますが、 紅梅、 白梅、 ほつ ほっと 咲き ほころび (紅梅 

えん きそ 

は 咲いて いなかった) つつまし く艷を 競い、 まことに 

物静かな、 仙境と はかくの 如き かと、 あなた、 こなた、 

夢に 夢み るよう な 思いに て さまよい 歩き、 ほとんど 俗 

世間に 在る を 忘却いた し (親子 どんぶり、 親子 どんぶ 

リ) ふと 眼前に あらわれ たる は、 幽玄なる 太古の 動物、 

らんき 

深山の (言う という 字に 糸 二つ か) 巒 気た ゆとう 尊い 

お 姿、 ご そり ご そりとう ごめいて いました。 いや、 驚 

かなく ともよろ しい。 これが、 その、 れいの 山椒魚で 



あつたと いう わけなので あります。 私たち は、 梅が 香 

に 酔い しれ、 ふらふら 歩いて、 知らず 識ら ずのうち に 

公園の 水族館に はいって いたので あります。 山椒魚。 

私 は その 姿 を 見て 直観いた しました。 これ だ！ これ 

こそ 私の 長年 さがし 求めて いたと ころの 恋人 だ。 古代 

そのままの におい。 純粋の、 やまと。 (ちょっと、 こじ 

つけ) これ は、 全く 日本の もの だ。 私 は、 おもむろに、 

かの 同行の 書生に 向い、 この 山椒魚の 有難 さ を 説いて 

聞かせようと 思った とたんに、 かの 書生 は 突如 狂人の 

如く 笑い出しました ので、 私 は 実に 不愉快に なり、 説 

そう そ-つ 

明 を 中止して 匆々 に 帰宅いた したので ございます。 



ございま したが、 どうも、 その 二 ツボンの 大 サン ショ 

m 1 n ッ。 ハ 

ゥゥォ の 骨格が、 欧羅巴で 発見 せられた 化石と そつく 

り だとい う 事が 明白に なって まいりました ので、 知ら 

ぬ 振り をして いる わけに も ゆかず、 ここに 日本の 山椒 

魚が 世界中の 学者の 重要な 研究 課目と 相な りまして、 

いやしくも 古代の 動物に 関心 を 持つ ほどの 者 は、 ぜひ 

とも 一度 二 ツボンの 大 サン シ ョ ゥゥォ にお 目に かから 

なければ 話に ならぬ とまで 言われる ようになって、 な 

ん とも 実に 痛快 無比、 御 同慶の いたりに 堪えません。 

思っても 見よ (また 気取り はじめた) 太古の 動物が 太 

古 そのままの 姿で、 いま もな お 悠然と この 日本の 谷川 



せいそく 

に 棲息し 繁殖し、 また 静かに もの を 思いつつ ある 様 は、 

とよ あしはら みずほのくに 

これ ぞ まさしく 神ながら、 万古 不易の 豊 葦原 瑞穂 国、 

こ し やまた おろち いなば は 

か の 高 志 の 八岐の 遠 呂智、 または 稲 羽の 兎 の 皮 を剝ぎ 

し和邇 なる もの、 すべて この 山椒魚ではなかった かと 

(脱線、 脱線) 私 は 思惟つ かまつ るので あります が、 反 

対の 意見 をお 持ちの 学者 も あるか も 知れません。 別段、 

こだわる わけではありません が、 作 州の 津 山から 九 里 

ばかり 山奥へ はい つたと ころに 向 湯 原 村と いうと ころ 

がありまして、 そこに ハン ザ キ大明 神と いう 神様 を 

まつ やしろ 

祀 つてい る 社が あるそう です。 ハン ザキ というの は 

山椒魚の 方言の ような ものでありまして、 半分に 引き 



やまた おろち 

い 神社だった そうで、 なんだか、 八岐の 大蛇の 話に 似 

ている ような ところ も あるで は ございま せんか。 決し 

て、 こだわる わけで はあり ませぬ が、 作 陽 誌に より ま 

すると、 その ハ ンザキ の 大きさが 三 丈 もあった という 

のです が、 それ は 学者た ちに とって は 疑わしい 事 かも 

知れません が、 どうも 私 は 人の 話 を 疑う 奴 はまこと に 

きらいで、 三 丈と 言ったら 三 丈と 信じたら いいで はな 

いか。 (何も 速記者に 向って 怒る 必要 はない) とに か 

く 昔 は、 ほうぼうに 山椒魚が いて、 そうして なかなか 

大き いのも 居 つたと いう 事 を 私 は 信じた い の で ござ い 

ます。 いったい あの 動物 は、 からだが 扁平で、 そうし 



て 年 を 経る と共に、 頭が 異様に 大きくな ります。 そう 

して 口が 大きくな つて、 いまの 若い 人た ちな どが グロ 

テス ク とか 何とかい つ て 敬遠したがる 種類の 風貌 を呈 

してまい ります ので、 昔の 人が これ を、 ただもの でな 

いとして 畏怖したろう という 事 も 想像に 難くない ので 

あります。 実際 また、 いま 日本の 谷川に 棲息して いる 

二 尺 か 二 尺五寸 くらいの 山椒魚で も、 くらいつ いたり 

何 かする と 酷い そうです。 鋭い 歯はありません けれど 

も 何せ 力が 強う ございま すから、 人間の 指の 一本 や 二 

本 は、 わけなく 食いち ぎる そうで、 どうも、 いやにな 

ります。 (失言) その 点に 就いても 私 は 山椒魚に 対し 



て 常に 十分の 敬意 を 怠らぬ つもりで ございます。 割合 

におと なしい 動物であります けれど、 あれで、 怒る と 

いなば 

非常に こわい もの だそう で、 稲 羽の 兎 も、 あるいは こ 

い つに やられた ので はなかろう かと 私 はに らんで いる 

の で) J ざ い ますが、 これに 就い て はなお 研究の 余地 も 

あるよう でございます。 妙な もので、 あのよう に 鈍重 

に 見えて いても、 もの を 食う 時には 実に 素早い そうで 

静かに 瞑想に ふけっている 時で も 自分の 頭の 側に 他の 

動物が 来る と、 パッと 頭 を 曲げて 食いつ く、 是 がどう 

きょう ざ 

も 実に 素早い もの だそう で、 話に 聞いて さえ 興醒めが 

する くらいで、 突如と して 頭 を 曲げて、 ぱくりと やつ 



うちに、 ひとめ 見たい もの だとい う 希望に 胸 を 焼かれ 

て、 これ また 老いの 物好きと、 かの 貧 書生 (ひどい) 

などに 笑われる の は 必定と 存じます が、 神よ、 私 はた 

だ、 大きい 山椒魚 を 見たい のです、 人間、 大きい もの 

を 見たい というの はこれ 天性に して、 理窟 も 何も あり 

やせん！ (本音に 近し) それ は、 どのように 見事な 

ものだろう、 一 丈で なくと も 六尺で もい い、 想像す る 

だに 胸が つぶれる。 まず 今日は、 これく らいに して 置 

きましょう。 (ばかばかしい) 

その 日の 談話 は 以上の 如く、 はなはだ 奇異なる もの 



てし まった。 やはり 先生のお 言葉のと おり、 人間 は 形 

の 大きな 珍 動物に 対して は、 理窟 も クソも あり やしな 

い、 とても 冷静な 気持なん かで 居られる もので ない。 

私 は 十 銭の 木戸銭 を 払って 猛然と 小屋の 中に 突入し 

勢い あまって 小屋の 奥の 荒む しろの 壁 を 突き破り 裏の 

田圃へ 出て しまった。 また 引き かえし、 荒む しろ を搔 

つ.. ま， 

きわけ て 小屋へ はいり、 見た、 小屋の 中央に 一 坪 ほど 

の 水たまり があって、 その 水たまり は 赤く 濁って、 時々 

水が だぶ りと 動く。 一 坪く らいの 小さい 水たまりに 一 

丈の 霊 物が いると いうの は、 ちょっと 不審で あつたが、 

併し 霊 物 も 身 をね じ 曲げて、 旅の空の 不自由 を 忍んで 



屋に 連れて来て くれません か。 いや、 実はね、 あの 見 

せ 物の怪 魚 をね (見せ物の 看板で は、 天然 自然の 大怪 

魚と いう 事に なって いた) あいつ をね、 ぜひとも 買い 

たいとい う 人が あるんで す。 それ は 僕の 先生なん だが、 

しっかりした 人です から 信用しても らいたい、 とに か 

くそう 言って 大将 をね、 連れて来て 下さいません か。 

お願いします。 相当の 高い 値で 買っても いいような 事 

も、 その 先生 は 言って おります からね。 とにかく、 

ちょっと、 ひとつ、 お願いします。」 こんな 妙な 依頼 は、 

さすがに 私 も 生れて このかた、 はじめての 事であった。 

言いながら、 顔が 真 赤に なって 行く の を 意識した。 ま 



さに 冷汗 もので あつたので ある。 宿の 番頭 は、 妙な 顔 

をして にこりと もせず、 下駄 をつつ かけて 出て 行った- 

私 は 部屋で 先生と 黙って 酒 をく みかわし ていた。 あ 

まりの 緊張に お 互い 不機嫌に なり、 そつ ぼ を 向きたい 

ような 気持で、 黙って ただお 酒ば かり 飲んで いたので 

ある。 襖が あいて 実直そう な 小柄の 四十 男が、 腰 を か 

がめ てはいって 来た。 木戸で 声 をから して 叫んで いた 

男で ある。 

「君、 どうぞ、 君、 どうぞ。」 先生 は 立って 行って、 そ 

の 男の 肩に 手 を 掛け、 むりやり 火燧に はいらせ、 「まあ 

一 つ 飲み 給え。 遠慮 は りません。 さあ。」 



「は あ。」 男 は 苦笑して、 「こんな 恰好で、 ごめん 下さ 

こん ももひき 

い。」 見る と、 木戸に いる 時と 同様、 紺の 股引に ジャケ 

ふうさ い 

ッ という 風采であった。 

「なに は？ あの、 店の ほう は？」 私 は 気が かりにな つ 

たので 尋ねた。 

「ちょっと いま、 休ませて 来ました。」 ドンジャ ンの 

鐘 太鼓 も 聞えず、 物売りの 声と 参詣人 の 下駄の 足音 だ 

けが 風の 音に まじ つ て 幽かに 聞え る。 

「君 は 大将で しょうね。 見せ物の 大将に 違いないで 

おうよ-つ 

しょうね。」 先生 は、 何事 も 意に 介さぬ という 鷹揚な 態 

度で、 その 大将に お 酌 をな された。 
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